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NRU 401
IDEと連携し、問題解決を加速する
New Relic活用の実践
2024/09/11

15:00より開始致します。しばらくお待ちください。

音声が聞こえづらい場合は退出、再入室をお試しください。

https://docs.google.com/file/d/1lQ3mDVp7xpNkLLt9chxG_4ORxHdl90bB/preview
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ウェビナー　各種ご連絡

１. ご質問がある場合は、 ”Q＆A”からご入力ください。

２. 本日の資料はこの後 ”チャット”でURLを共有します。アクセスできない場合は、
　　”Q&A”よりお名前とメールアドレスをご連絡ください。
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Safe Harbor
This presentation and the information herein (including any information that may be incorporated by reference) is provided for 
informational purposes only and should not be construed as an offer, commitment, promise or obligation on behalf of New Relic, Inc. 
(“New Relic”) to sell securities or deliver any product, material, code, functionality, or other feature. Any information provided hereby is 
proprietary to New Relic and may not be replicated or disclosed without New Relic’s express written permission.
Such information may contain forward-looking statements within the meaning of federal securities laws. Any statement that is not a 
historical fact or refers to expectations, projections, future plans, objectives, estimates, goals, or other characterizations of future events 
is a forward-looking statement. These forward-looking statements can often be identified as such because the context of the statement 
will include words such as “believes,” “anticipates,” “expects” or words of similar import.
Actual results may differ materially from those expressed in these forward-looking statements, which speak only as of the date hereof, 
and are subject to change at any time without notice. Existing and prospective investors, customers and other third parties transacting 
business with New Relic are cautioned not to place undue reliance on this forward-looking information. The achievement or success of 
the matters covered by such forward-looking statements are based on New Relic’s current assumptions, expectations, and beliefs and 
are subject to substantial risks, uncertainties, assumptions, and changes in circumstances that may cause the actual results, 
performance, or achievements to differ materially from those expressed or implied in any forward-looking statement. Further information 
on factors that could affect such forward-looking statements is included in the filings New Relic makes with the SEC from time to time. 
Copies of these documents may be obtained by visiting New Relic’s Investor Relations website at ir.newrelic.com or the SEC’s website 
at www.sec.gov.
New Relic assumes no obligation and does not intend to update these forward-looking statements, except as required by law. New Relic 
makes no warranties, expressed or implied, in this presentation or otherwise, with respect to the information provided.
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本日のゴール

CodeStreamを活用して“One Teamˮ を実現し、

顧客満足度の高いサービス開発 する方法を理解

5

• 開発において稼働中のシステムの状態 を常に意識

• 開発に必要なデータをIDEに集約しデータ分析を効率化

• 不具合対応におけるSREと開発者の円滑なコラボレーション

CodeStreamを活用して“One Teamˮ を実現し、

顧客満足度の高いサービス開発 する方法を理解
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アジェンダ

時間（目安） 内容

1500  1530 座学 CodeStreamとは？

1530  1545 ハンズオン0 CodeStream環境の準備

1545  1605 ハンズオン1 開発者がデプロイされたシステムの状態を確認

1605  1625 ハンズオン2 システム状態を IDE上から分析

1625  1645 ハンズオン3 開発者と運用者のコミュニケーション

1645  1700 まとめ、アンケートご記入

6
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座学：CodeStreamとは？
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New Relic - Full Lifecycle Observability

よりよいソフトウェア開発

DevSecOpsの実現のために

O11y プラットフォームを提供
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Data for Engineers

Focusing on 
engineers and 
their success

Our New Brand Announcement | New Relic | New Relic

https://newrelic.com/blog/nerd-life/new-brand-announcement?wvideo=uwr86l2sr4


© 2024 New Relic, Inc. All rights reserved.

オールインワン オブザーバビリティプラットフォーム 

Data Cloud – データ格納

分間数十億件のデータを取り込み、自
動で関連付け

Insight Cloud – データ活用

AIベースのリアルタイム分析を、 
あらゆる場所、あらゆるアプリケーション開発サイクルで実行可能

Browser Monitoring 
ユーザーの手元のWebページの描画速度やエラーを把握 

Mobile Monitoring
モバイルアプリのクラッシュやエラーを追跡

Synthetic Monitoring
ユーザー操作を模倣した外形監視を世界複数拠点から実行 

ユーザー 
体験

Application Performance Monitoring
8言語と70を超えるフレームワークに対応 

CodeStream
特定したエラーから、IDE上の関連ソースコードに遷移 

Log Management
あらゆるログを検索・分析 

アプリ 
ケーション

Host/Container/K8s Monitoring
オンプレからコンテナのリソース状態や構成情報を取得 

Cloud Monitoring
AWS, Azure, GCPのマネージドサービスを一元管理 

Network Monitoring
ネットワーク機器の統計情報やフローデータを可視化 

クラウド/
インフラ 

New Relic AI
生成AIがシステムの状況分析をアシスト 
多様なデータから深いインサイトを回答 

Dashboard
あらゆるテレメトリデータを自在に可視化、 
関係者に共有し、判断を高速化 

Service Level Management
ビジネスKPIに影響する定量的な 
サービスレベルの定義と可視化

データ 
分析 

Alerts/AIOps
しきい値監視やAnomalyの検知と 
根本原因示唆によるインシデント対応の高速化 

Change Tracking
デプロイや変更作業を記録し、 
前後でのシステムの振る舞いの変化を分析 

インシデント 
管理 

Vulnerability Management
脆弱性のあるアプリケーションライブラリを自動特定、 
システム全体のリスクを評価 

IAST
テスト実行中のアプリケーションの挙動から 
脆弱性をリアルタイムに検出 

セキュリティ 

Full-Stack Monitoring Observability Experience
システムの全スタックを一気通貫で可視化 データから洞察を得て改善アクションを実行システムのあらゆる場所からデータを集約

Ingest & New Relic Database

Ingest
 
 

数ステップの作業
で貴社システムか
らデータを送信 
 
オンプレミスからク
ラウドまで幅広い
環境に対応 

 
New Relic 
Database

 
貴社での管理が必要
ないハイパフォーマ
ンスDB 
 
マルチテナントを想
定した 
アクセス制御 
 
SOC2等の 
セキュリティ標準に準
拠 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CodeStreamを活用しよう！

システム状態を

IDE上から分析

開発者がデプロイされた

システムの状態を確認

IDE上でシステムの稼働データを
クエリを使って分析したり、

ログを調査したりすることが可能

IDE上でシステムの
パフォーマンスや脆弱性等を

常に確認しながら開発

２１

開発者と運用者の

コミュニケーション

デプロイされたシステムの
エラーをブラウザとIDEで
シームレスに確認＆対応

３
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CodeStreamを活用しよう！

システム状態を

IDE上から分析

開発者がデプロイされた

システムの状態を確認

IDE上でシステムの稼働データを
クエリを使って分析したり、

ログを調査したりすることが可能

IDE上でシステムの
パフォーマンスや脆弱性等を

常に確認しながら開発

２１

開発者と運用者の

コミュニケーション

デプロイされたシステムの
エラーをブラウザとIDEで
シームレスに確認＆対応

３
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開発チームは開発で忙しい！

開発チーム 運用チーム

パフォーマンスとか大丈夫かな？

よし！デプロイされた！これでOK！

早く次の開発に取り掛かろう！

設計して、開発して、テストして...

動いているシステムも気にしてほしい。。

よし！デプロイされた！これでOK！

早く次の開発に取り掛かろう！

設計して、開発して、テストして...

よし！デプロイされたしこれでOK！

問題なく動いているようだけど...

ほんとのところどうなんだろ？？

とはいえ、簡単に状況共有できない。。
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CodeStreamでIDE上でシステムの状況を確認

♬

開発チーム

手軽にIDE上で確認できて嬉しい！

Application全体の Golden Metricsを確認
● レスポンス
● スループット
● エラーレート

メソッドレベルでもメトリクスを確認
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CodeStreamを活用しよう！

開発者がデプロイされた

システムの状態を意識

IDE上でシステムの
パフォーマンス等を

常に確認しながら開発

１

開発者と運用者の

コミュニケーション

デプロイされたシステムの
エラーをブラウザとIDEで
シームレスに確認＆対応

３

システム状態を

IDE上から分析

IDE上でシステムの稼働データを
クエリを使って分析したり、

ログを調査したりすることが可能

２
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複数の画面を開いて ...
IDE でコードを確認する

New Relic で確認する
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IDE上でメトリクスやログのデータを確認！

♬

IDE上で直接確認できて便利！

IDE でコードを確認する

New Relic で確認する
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CodeStreamを活用しよう！

システム状態を

IDE上から分析

開発者がデプロイされた

システムの状態を確認

IDE上でシステムの稼働データを
クエリを使って分析したり、

ログを調査したりすることが可能

IDE上でシステムの
パフォーマンスや脆弱性等を

常に確認しながら開発

２１

開発者と運用者の

コミュニケーション

デプロイされたシステムの
エラーをブラウザとIDEで
シームレスに確認＆対応

３
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時間のかかる不具合対応 ...

開発チーム 運用チーム

XX操作でエラーになりました

いつ頃発生しました？

午前中ぐらいだったかと・・

うーん、ログ採取お願いします

ログ取りました

あれ、何も起きてないな。もう少し長めに

ログを取れますか？

…

どのぐらいの頻度ですか？

起きたり起きなかったりですね

いつビルドされたやつですか？

2024.5.17.1234です

ビルド時のソースに戻して問題箇所を探

さないと・・・
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IDEで問題コードを速攻で特定！

XX操作でエラーになりました

あ、ほんとだ。ちょっとみてみます

昨日リリースしたバージョンで

不具合作り込んだっぽいです。

すぐに修正版を出しますね

（細かく聞かなくてもエラーの

状況が分かるの助かる！）

ありがとうございます

お願いします！

♬ ♬

開発チーム 運用チーム
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CodeStreamでIDE上でシステムの状況を確認

♬

開発チーム

エラーもIDE上で
確認できて嬉しい！

エラーの詳細を IDE上で確認

問題が発生したリビジョンのファイルを表示
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CodeStreamで開発者にオブザーバビリティを提供

スピーディかつ高品質に顧客価値を提供し続けるために、

開発者自身がフィードバックを得て改善できることが重要に

ユーザービジネス価値
/ 体験 / 品質

オブザーバビリティと改善の効率性によって次世代の開発者スキルを獲得

リリーススピード

オブザーバビリティ

性能 / バグ / 利用状況

新機能 / 改善
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“エンジニアˮ にはこんな世界が待ってる

● 開発チームは運用チームとのコミュニケーションコストを削減 し、
人依存なく 、短時間で正確なバグ修正

● 開発エンジニアは、本来の業務であるプロダクトの開発 により多くの時間
を使える

● コードレベルの問題解決速度の向上により、運用チームと開発チームの負
担を最小限にしてリリースサイクルを早める
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ハンズオン0：
CodeStream環境の準備
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1. New Relicをブラウザで表示

○ New Relic : https://one.newrelic.com

2. New Relicにログイン

○ ユーザー:  japan-handson+gh001@newrelic.com
○ パスワード：  rpDS!fg&hd 

(アール、ピー、ディー、エス、！、エフ、ジー、＆、エイチ、ディー)

下記にご注意ください：

● 普段New Relicをお使いの方はセッションが残っている場合 があります

● ブラウザは下記のいずれかのプライベートブラウジング をご利用ください
○ Chrome：シークレットウィンドウ
○ Firefox：プライベートウィンドウ
○ Edge：InPrivate ウィンドウ

● ユーザー名が “japan-handson+gh001@newrelic.comˮ であることを画面左下で確認ください

25

ハンズオン環境について

https://one.newrelic.com
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IDEの準備

26

● 本ハンズオンでは IDEとして、Visual Studio Codeを前提としています。
※異なるIDEをご利用の方は適宜読み替えてください。

● CodeStreamの機能と使い方についてのハンズオンとなります。
※個別のCodeの記法、書き方については扱いません。

https://code.visualstudio.com/download

IDEの準備ができていない方はご準備ください

https://code.visualstudio.com/download
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IDEにCodeStreamをインストール

1. Extensionsをクリック

2. CodeStreamを検索

3. インストールを実施
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CodeStreamハンズオン環境

1. GitLabからリポジトリをクローン

※ハンズオンでは、こちらで用意した環境をご利用ください。

2. New Relicにサインイン
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1. リポジトリをローカルにクローン

 VSCodeで [リポジトリのクローン ] を
クリックして URLを入力

フォルダ選択してソースコードをクローン

https://gitlab.gameday.nrkk.technology/gamedaybase/catalogue

チェックしてクリック

表示される場合は、
チェックしてクリック



© 2024 New Relic, Inc. All rights reserved.

2. CodeStream アカウントへのログイン

1. IDEでCodeStreamプラグインを開いて
　[Sign in to New Relic]をクリック

3. ブラウザ上でログイン
できたことを確認

4. IDEのCodeStreamに
情報が表示される

2. ブラウザでログイン画面が表示されるので、
　ハンズオン環境の Emailとパスワードでログイン



© 2024 New Relic, Inc. All rights reserved.

<参考情報> 情報が表示されない場合は、
クローンしたリポジトリのファイルを開く

何も表示されない

ファイルを 1つ開く
(README.mdなど )

データが表示される
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ハンズオン1：
開発者がデプロイされた
システムの状態を確認
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システム状態を

IDE上から分析

開発者がデプロイされた

システムの状態を確認

IDE上でシステムの稼働データを
クエリを使って分析したり、

ログを調査したりすることが可能

IDE上でシステムの
パフォーマンスや脆弱性等を

常に確認しながら開発

２１

開発者と運用者の

コミュニケーション

デプロイされたシステムの
エラーをブラウザとIDEで
シームレスに確認＆対応

３

ハンズオン1：
開発者がデプロイされたシステムの状態を確認
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リアルタイムにアプリケーションの
状況把握と意思決定を実現

デプロイ デプロイ
開発  /
ビルド

テスト  / 
ステージング

本番

サービスレベル計測

リリース失敗

ライブラリ脆弱性コード脆弱性

性能・エラーの問題分析

コード修正
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1. システム全体のGolden Metricsを確認

CodeStream
プラグインを確認

IDE上でApplication全体の Golden Metricsを確認
● レスポンス
● スループット
● エラーレート



© 2024 New Relic, Inc. All rights reserved.

2. システムに設定されたサービスレベルを確認

IDE上でApplicationのサービスレベルを確認

該当の画面を１クリックで開く
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3. システムで発生しているエラーを確認

IDE上でApplicationのエラーを確認
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4. 使用しているライブラリの脆弱性を確認

IDE上でApplicationのライブラリと脆弱性を確認
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＜参考情報＞ Code Level Metricsの要件

https://docs.newrelic.com/jp/docs/codestream/observability/code-level-metrics

1. 直近30 分間にデータを収集している必要あり

2. 分散トレーシングの有効化が必要

3. 言語ごとに要件あり

○ こちらを参照

○ 今回のハンズオン環境では、VSCodeでRuby LSPかRuby Solargraphを有効化

時間が余った方は
試してみてください

https://docs.newrelic.com/jp/docs/codestream/observability/code-level-metrics/#requirements
https://docs.newrelic.com/jp/docs/codestream/observability/code-level-metrics/#requirements
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＜参考情報＞Code Level Metricsを確認

エクスプローラーを開く

メソッドレベルで Golden Metricsを確認
● レスポンス
● スループット
● エラーレート

CATALOGUE > app > services > 
socks_selector.rbを開く
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＜参考情報＞Code Level Metricsを確認

クリック

詳細画面が表
示
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ハンズオン2：
システム状態をIDE上から分析
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開発者がデプロイされた

システムの状態を意識

IDE上でシステムの
パフォーマンス等を

常に確認しながら開発

１

開発者と運用者の

コミュニケーション

デプロイされたシステムの
エラーをブラウザとIDEで
シームレスに確認＆対応

３

システム状態を

IDE上から分析

IDE上でシステムの稼働データを
クエリを使って分析したり、

ログを調査したりすることが可能

２

ハンズオン2：
システム状態をIDE上から分析
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1. システムのログを検索

View Logsをクリック

ログ検索画面が表
示
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1. システムのログを検索

検索対象のサービスを選択
※catalogue-web

検索期間を選択
※1 Day Ago

検索文字列を入力
※error

検索実行
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1. システムのログを検索

クリックしてログの
他の属性値を確認
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2. Query Your DataでNRQLを実行

Query your data
をクリック

Query Your Data
の画面が表示
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2. Query Your DataでNRQLを実行

NRQLを入力
例1）FROM Transaction SELECT * SINCE 1 DAY AGO
例2）FROM Transaction SELECT count(*) SINCE 1 DAY AGO TIMESERIES

Runを実行

結果を表示
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2. Query Your DataでNRQLを実行

チャートを選択可能
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3. NRQLファイルからNRQLを実行

新しいファイル
をクリック

.nrql拡張子でファ
イルを作成

NRQLを入力
例）
FROM Transaction SELECT * SINCE 1 DAY AGO
FROM Transaction SELECT count(*) SINCE 1 DAY AGO TIMESERIES

Runをクリックすると
NRQLが実行される
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ハンズオン3：
開発者と運用者のコミュニケーション
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システム状態を

IDE上から分析

開発者がデプロイされた

システムの状態を確認

IDE上でシステムの稼働データを
クエリを使って分析したり、

ログを調査したりすることが可能

IDE上でシステムの
パフォーマンスや脆弱性等を

常に確認しながら開発

２１

開発者と運用者の

コミュニケーション

デプロイされたシステムの
エラーをブラウザとIDEで
シームレスに確認＆対応

３

ハンズオン3：
開発者と運用者のコミュニケーション
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CodeStream
プラグインを確認

1. CodeStreamでErrorsを確認

IDE上でApplicationの
エラーを確認できます！

1つ選んでクリック
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1. CodeStreamでErrorsを確認
エラー詳細が表示される

スタックトレースを選択する

エラーが発生した環境のファイルがリ
ビジョン指定で表示される

関連する Code行が自動的にフォーカス

※操作をして対象ファイルが開か
れることを確認ください
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<参考情報>エラー発生時のリビジョンのファイル

同一ファイルの異なるリビジョン
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<参考情報>エラー発生時のリビジョンのファイル
リビジョン情報を表示するためには、commit shaおよび/またはreleaseタグの設定が必要

● https://docs.newrelic.com/jp/docs/codestream/how-use-codestream/performance-monitoring/#buildsha
● https://newrelic.com/jp/blog/how-to-relic/troubleshooting-settings#toc-3-apm-

設定例）

https://docs.newrelic.com/jp/docs/codestream/how-use-codestream/performance-monitoring/#buildsha
https://newrelic.com/jp/blog/how-to-relic/troubleshooting-settings#toc-3-apm-
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2. New RelicでErrorsを確認

ログインしたら APMから  
catalogue-webをクリック
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下記の Errorをクリック
undefined method `map' for 
blue,magic:String Did you mean? tap

2. New RelicでErrorsを確認 エラーが表示されない場合は
タイムレンジを 24hなどに変更

ErrorがGroup化されて発生回数順
でランキング形式で表示されます
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2. New RelicでErrorsを確認

このエラーを対応するメンバーをアサインすることが可能
※ハンズオンの中ではアサインしないでください



© 2024 New Relic, Inc. All rights reserved.

2. New RelicでErrorsを確認

Open in IDEをクリック

Occurrenceをクリックする
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2. New RelicでErrorsを確認

VS Codeを選択
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2. New RelicでErrorsを確認
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<参考情報New Relic AIにエラー内容確認

@AIで質問できます！

New Relic AIがエラー
内容と対応方法を提示
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まとめ

CodeStreamを活用して“One Teamˮ を実現し、

顧客満足度の高いサービス開発 する方法を理解

• 開発において稼働中のシステムの状態 を常に意識

• 開発に必要なデータをIDEに集約しデータ分析を効率化

• 不具合対応におけるSREと開発者の円滑なコラボレーション
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NRU GUIDE
NRU401

65
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New Relic University
New Relicの基礎から応用までを学べ、認定資格も取得できるセルフラーニングコンテンツです

New Relic One やオブザーバビリ

ティに関する基礎知識を座学にて学

習

New Relic One に含まれる3つの主

要機能に含まれる54の機能群を動

画で説明

New Relic One を実際に操作し、主

要機能を利用できる状態にするための

トレーニング

New Relic One へのサインアップや

エージェントインストールの方法など

のガイドを提供

Install NRU 100 NRU 200 NRU 300/400

New Relic を使い始める Observability/New Relic を

知る

New Relic の主要機能を学ぶ New Relic の使い方を体感する

Exam

資格を得る

New Relicの知識を有していることを

証明するための試験、合格すると資

格バッジを授与

NRU Practitioner オブザーバビリティ入門 

NRU 101 New Relic One 入門

NRU201 Telemetry Data Platform

NRU202 Full Stack Observability 

NRU203 Applied Intelligence 

NRU 301 アプリケーションとインフラ性能観測

の基本

NRU 302 ダッシュボード開発とNRQLの基本 

NRU 303 SLI/SLO設計の基本 

NRU 304 アラート設計の基本と活用 

NRU 401 IDEと連携し、問題解決を加速する

New Relic活用の実践

フルスタックオブザーバビリティ認定試験APM / Browser  / Infrastructure / Logs / 
Mobile (iOS/Android) / AWS統合 / 
Azure統合 / GCP統合 インストール手順

▶サインアップ方法

https://newrelic.com/jp/blog/how-to-re
lic/create-new-account

▶インストールガイド

https://newrelic.com/jp/blog/how-to-re
lic/new-relic-faststep-guide 

▶オンデマンドセミナー

https://newrelic.com/jp/resources/pres
entations/nru-practitioner2022

https://newrelic.com/jp/resources/pres
entations/nru1012022

▶主要機能解説動画

https://newrelic.com/jp/learn

▶開催スケジュール

https://newrelic.com/jp/events 

▶受験サイト

https://learn.newrelic.com/full-stack-ob
servability-exam-jp
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https://newrelic.com/jp/blog/how-to-relic/create-new-account
https://newrelic.com/jp/blog/how-to-relic/create-new-account
https://newrelic.com/jp/blog/how-to-relic/new-relic-faststep-guide
https://newrelic.com/jp/blog/how-to-relic/new-relic-faststep-guide
https://newrelic.com/jp/resources/presentations/nru-practitioner2022
https://newrelic.com/jp/resources/presentations/nru-practitioner2022
https://newrelic.com/jp/resources/presentations/nru101-2022
https://newrelic.com/jp/resources/presentations/nru101-2022
https://newrelic.com/jp/learn
https://newrelic.com/jp/events
https://learn.newrelic.com/full-stack-observability-exam-jp
https://learn.newrelic.com/full-stack-observability-exam-jp
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2024年1012月期開催のハンズオンセミナー
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2024年10月9日（水）15001700
NRU301 - アプリケーションとインフラ性能観測の基本

2024年10月23日（水）15001700
NRU302 - ダッシュボード開発と NRQLの基本

2024年11月6日（水）15001700
NRU303  SLI/SLO 設計の基本

2024年11月20日（水）15001700
NRU304 - アラート設計の基本と活用

2024年12月11日(水) 15001700
NRU401  IDEと連携し、問題解決を加速する New Relic活用の実践

こちらからも一覧でご覧いただけます！

[開催形式]
全てZoomによるウェビナー
(参加費無料)

https://newrelic.com/jp/events?nr_upcoming_past=upcoming&date_op=%3E%3D&date%5Bvalue%5D=today&date%5Bmin%5D=&date%5Bmax%5D=&type=workshop&search=&sort_by=field_event__date_value&sort_order=ASC
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New Relic を知る

お客様事例紹介

お客様事例講演
※作成中

New Relic
セミナー

機能アップデート

New Relic
ブログ

NRU
New Relic 
University

※詳細は後述

NRUG
(ユーザー
グループ )

Docs
オンラインマ

ニュアル

コミュニティサイト(Explorers Hub)
※既存投稿は英語ですが、日本語の投稿も可能

New Relic 
実践入門

(書籍)

YouTube Channel

経験者向け

初めての方向け

機能理解
ラーニング

ユースケース
実践的な情報

日本語で提供 英語でのみ提供

個別ご活用
支援

※ご契約状況によって
ご提供できる内容が異

なります

New Relic Status
ページ

その他下記にマッピングされない情報提供

テクニカル
サポート

※詳細は後述
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https://newrelic.com/jp/customers
https://newrelic.com/jp/events
https://newrelic.com/jp/events
https://newrelic.com/jp/blog/nerdlog/new-relic-update
https://newrelic.com/jp/blog
https://newrelic.com/jp/blog
https://newrelic.com/jp/learn
https://newrelic.com/jp/learn
https://newrelic.com/jp/learn
https://join.slack.com/t/nrug/shared_invite/zt-y0de03za-0vCEQdEoGjKXoOrdrHlRzA
https://join.slack.com/t/nrug/shared_invite/zt-y0de03za-0vCEQdEoGjKXoOrdrHlRzA
https://join.slack.com/t/nrug/shared_invite/zt-y0de03za-0vCEQdEoGjKXoOrdrHlRzA
https://docs.newrelic.com/jp/
https://docs.newrelic.com/jp/
https://docs.newrelic.com/jp/
https://forum.newrelic.com/s/
https://www.shoeisha.co.jp/book/detail/9784798166599
https://www.shoeisha.co.jp/book/detail/9784798166599
https://www.shoeisha.co.jp/book/detail/9784798166599
https://www.youtube.com/channel/UCEzfm-p8t6ZkMUr-zuL4hJw
https://status.newrelic.com/
https://status.newrelic.com/
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お知らせ
NRU401
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● 全機能が無料で使い放題  (1名)！

● 転送データが 100GB/月まで無料！

● 必要事項記入ですぐに利用開始！

● クレジットカード記入不要！

● 利用期限なし！

● 抽選でTシャツがプレゼント！
※ New Relic フリープランで始めるオブザーバビリティ！

🔗 newrelic.com/jp/sign-up-japan

お
知

ら
せNew Relic サインアップのご案内

応募ステップは下記①と②だけ！

①　New Relic 無料サインアップ（Link）

②　New Relic Tシャツ応募フォーム（Link ）

https://qiita.com/ktst79/items/5ee74b34e6adb8a7a6fa
https://newrelic.com/jp/sign-up-japan
https://bit.ly/3pdCGEM
https://bit.ly/3PkOb7U
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実践的なオブザーバビリティを
学べるガイドブック

71

■Part 1：New Relicを知る 
・第1章：オブザーバビリティの重要性 
・第2章：New Relicの全体像 
■Part 2：New Relicを始める 
・第3章：New Relic Synthetic Monitoring 
・第4章：New Relic Mobile 
・第5章：New Relic Browser 
・第6章：New Relic APM 
・第7章：New Relic Infrastructure 
・第8章：New Relic NPM 
・第9章：New Relic Log Management 
・第10章：New Relic Alerts & AI ①：New Relic Alerts 
・第11章：New Relic Alerts & AI ②：AI 
・第12章：DevSecOps 
・第13章：ビジュアライゼーション 
■Part 3：New Relic活用レシピ

第
2版

発
売

！

https://www.amazon.co.jp/dp/4798184500/

https://www.amazon.co.jp/dp/4798184500/
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NRUG
ぬるぐで学ぶ

New Relic User Group

New Relic ユーザーが集い、実践事例

や最新機能紹介などを実施。初心者支

部や SRE 支部などが形成されており、エ

ンジニア同士でのネットワーキングや信

頼性の高い情報交換が可能。

NRUG 本部

NRUG SRE支部

NRUG 沖縄支部NRUG 沖縄

New!!
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https://nrug.connpass.com/
https://nrug-sre.connpass.com/
https://nrug-okinawa.connpass.com/
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New Relic User Group Vol.11
ただのLT大会

オンラインもオフラインも!!
お申し込みは: https://nrug.connpass.com/event/327828/

9/11

https://nrug.connpass.com/event/327828/
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Thank you.Thank you.

本当にお疲れさまでした。

最後となりますが、
是非、アンケートへのご協力 をお願いいたします。

また、もっと詳しい話を聞きたい方は、
その旨アンケートにご記載 ください。



© 2024 New Relic, Inc. All rights reserved.


